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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和４年度第６回八千浦区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 【諮問事項】新市建設計画の変更について（公開） 

【自主的審議事項】八千浦中学校体育館の屋根の修繕について（雨漏り対策）（公開） 

３ 開催日時 

令和４年９月１２日（月）午後６時３０分から午後７時１０分 

４ 開催場所 

八千浦交流館はまぐみ 多目的室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 仲田紀夫（会長）、大島 進（副会長）、伊倉幹夫、笠原 武、 

笠原幸博、坂詰喜範、関川信之、羽深栄一、平野和夫、栁澤 篤、 

渡辺孝三郎、渡邉修一 

・事務局： 北部まちづくりセンター：中村センター長、小川係長、千田主任 

８ 発言の内容 

【中村センター長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【仲田会長】 

・挨拶 

・会議録の確認：関川委員、羽深委員に依頼 

議題【諮問事項】新市建設計画の変更について、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 
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本日は、８月９日付けで、「諮問第１１号 新市建設計画の変更について」が諮問され

たことからご審議いただきたい。諮問とは、市長が政策判断の参考とするため、区域の

住民の生活に及ぼす影響の観点から意見を求めるものである。住民の生活にどのような

影響があるかという観点で審議をお願いしたい。 

 変更の内容が計画期間の変更やデータの時点修正など軽微であることから、担当課で

ある企画政策課に代わり、事務局から説明する。 

【中村センター長】 

・資料№１「新市建設計画の変更について（諮問）」、参考資料１「新市建設計画の変更

について」に基づき説明 

【仲田会長】 

  諮問に対し、質疑を求めるがなし。 

それでは、「諮問第１１号 新市建設計画の変更について」は、諮問のとおり地域住民

の生活に支障がないものと認めるとしてもよろしいか。 

（全員挙手） 

それでは、新市建設計画の変更についての諮問は、支障がないということで決定する。 

以上で、「新市建設計画の変更について」の審議を終了とする。 

  次に【自主的審議事項】八千浦中学校体育館の屋根の修繕について（雨漏り対策）に

ついて、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 

 ・資料№２「自主的審議事項「八千浦中学校体育館の屋根の修繕について（雨漏り対策）」

の意見書の内容について」に基づき説明 

  資料の項目や具体的な表記等について、追加または削除したほうがよい内容などご意 

見を伺いたい。また、どのような方向性にするかについて協議いただきたい。 

【仲田会長】 

  意見書に記載する項目などについて意見を求める。 

【関川委員】 

  資料に避難対象町内会の状況とあるが、避難所開設実績が過去５年間に絞られている

理由は何か。 

【中村センター長】 

  ５年間くらいの実績は最低限必要だと考え、担当課に確認した。 
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【関川委員】 

  一番避難者が多かったのは、中越地震の時だと思う。その時の避難者数を調べて、意

見書の中に入れたほうがよいと思う。 

【平野委員】 

  資料の利用及び地域の状況に、生徒の利用状況を加えたほうがよいのではないか。 

【仲田会長】 

  授業や部活でどれくらい使用しているかということか。 

【平野委員】 

  そうである。 

【中村センター長】 

  授業のコマ数や部活動で何部が使っているかを確認すれば、記載することはできる。 

【仲田会長】 

  １週間のコマ数や部活動で何部が使っているかぐらいは確認したほうがよい。確認す

るのは、直近でよいか。 

【平野委員】 

  それは地域の利用状況に合わせたほうがよいと思う。 

【仲田会長】 

  どういう方向性にするかだが、例えば、大規模改修や部分改修、照明の総入れ替えな

ど、いろいろとあると思うが、その点について意見を求める。 

【平野委員】 

  大規模改修を求めると、大きな話になってしまう。今、困っていることは屋根の雨漏

りなので、屋根の修繕に絞ったほうが意見書の重みも増すのではないか。 

【関川委員】 

平野委員が言うように、手が届きそうなものに絞ったほうがよいので、屋根の雨漏り

の問題と、他校に比べて八千浦中学校は照明がとても暗いので、その点も合わせて要望

できたらと思う。 

【仲田会長】 

  これまで議論してきた内容を踏まえ、実現可能だと思える範囲を意見書に記載すると

いうことでよいか。 

  ８月２５日の現地視察の際に、教育総務課の担当者としては、きちんと設計を入れて、
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屋根の材質などを検討したり、屋根だけでなく照明やトイレについて生徒の教育環境を

整えるためにも、大規模改修を視野に入れたいという説明があった。 

  どういう手法をとるかは、意見書に対し、行政側がどのように判断するかだと思う。

屋根の雨漏りに焦点をあて、学校活動や地域の社会活動に支障が出ているということで

これまで協議してきた。他に意見を求める。 

【平野委員】 

  現地視察の際に担当課から、優先順位の話があったと言うが、各学校から教育委員会

へ出している要望の優先順位ということか。それであれば、何年後になるかなど現在の

具体的な状況を知りたい。 

【中村センター長】 

  具体的にいつになるかは、現地視察の際、担当課からも回答できなかったものであり、

他にも雨漏りをしている学校がある中で、状況や必要性から判断し、順次修繕を進めて

いるとの説明だった。ただ、八千浦中学校は２、３年前に校舎の大規模改修の設計を終

えており、速やかに工事に入る予定であったが、猛暑の関係で市内の全学校にエアコン

を設置した関係で時間が空いてしまっている。担当課としては、まず校舎の改修を考え

ているという話だった。 

【笠原幸博委員】 

  屋根の修繕について、葺き替えやカバー工法の話があったが、どのくらい費用がかか

るのか。 

【中村センター長】 

  その点は承知していない。 

【仲田会長】 

  教育総務課の説明からは、早い順番ではないと感じた。費用の話が出たが、費用がい

くらかかるかは、行政側の問題であるため、地域としてはこういう支障があるため、早

期改善を要望するという意見書のほうがよいと思う。築３０年から４０年以上が大規模

改修の対象になりえるようだが、同じような状況の建物は市内に何個もある。ただ、八

千浦区は浜独特の気候などがあるので、その辺りを勘案しながら、後日、正副会長と意

見書担当委員で文案を検討するが、皆さんから他に意見はあるか。 

（意見なし） 

  それでは、これまでの協議内容や現地視察や団体との意見交換の内容などを踏まえ、
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雨漏り、照明、トイレなど話題が出たが、実現可能な範囲を盛り込むという方向で、正

副会長と担当委員２名で文案を検討し、次回の協議会で皆さんに諮るということでよろ

しいか。 

（賛同の声） 

  それでは、そのようにしていく。次に、その他について事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 

 ・次回協議会：９月２６日（月）午後６時３０分から 

【仲田会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 
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